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郵便貯金・簡保

＝350兆円

①不良債権処理　
　　　加速要請

貸付け

預金　　　　
＝500兆円

銀行

金融庁

日銀 民間企業

郵便局 財務省 公的部門

国民

②中小企業向け貸出し
　　　　　拡大要請＝不
可能

損失なし 損失発生

財政資金

損失補填

自己資本減少 貸出圧縮

大いなる大いなる

矛盾矛盾

資金供給しかし銀行貸出圧縮

機能不全機能不全

機能不全機能不全

土地

生保・年金

株式下落

処分下落
持ち合い株式下落→自己資本減少→貸出圧縮

このルートを作る必要このルートを作る必要

ゼロ金利
マクロ金融マクロ金融

政策不能政策不能

不良債権処理損→自己資本減少→貸出圧縮
◆◆

日本金融再生論

　　郵政資金が金融の救世主になる　　郵政資金が金融の救世主になる　
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大手買取金融機関

（案）　

商工中金

中小企業金融公庫

・・・

民間企業

特に中小企業

郵便局

その他投資家

日銀

大規模なローン（又は私募債）･
ポートフォリオにしてから証券化
する

証券化のつなぎ
資金供給

貸出し

ローン（又は私
募債）買取り

高格付証券購入

地域・中小金融機関

金融機関
投資家

高利回り部分の
証券を購入

高利回り部分の
証券の一部購入

　証券化のしくみ証券化のしくみ
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金融問題の考え方

② 対銀行政策でも矛盾している。

小泉政権は金融の２大政策課題の両方にきちんと対応できていない

①銀行セクターの経営再建　 ②中小企業の活性化

① 中小企業活性化の視点に欠けている。

中小企業中小企業 銀行銀行

銀行の立ち直りが遅れ、銀行国営化の

可能性が高まる一方で・・・

郵政民営化による競争激化で更に銀行

経営が圧迫されるリスク

さらに収益向上の要請から、民営化会

社・銀行双方に不良貸出しのリスクが高

まり、損失発生の可能性が膨らむ

不良債権処理の副作用で中小企業に

資金が回らない
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小泉内閣の金融政策は
底辺の中小企業を直撃する構造

不良債権処理

を加速

中小企業には
資金が回らず

郵政民営化による
競争激化

銀行の経営が
苦しくなる

銀行は自己資本比率
維持する必要

不良債権化不良債権化
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「郵政」は民営化ではなくて「証券化」

現在の公社形態でも十分に可能であり、不用意に民営化すると課題が発生現在の公社形態でも十分に可能であり、不用意に民営化すると課題が発生現在の公社形態でも十分に可能であり、不用意に民営化すると課題が発生現在の公社形態でも十分に可能であり、不用意に民営化すると課題が発生

「貸出しリスク発生」、「３事業分離ではコスト合わない」など「貸出しリスク発生」、「３事業分離ではコスト合わない」など「貸出しリスク発生」、「３事業分離ではコスト合わない」など「貸出しリスク発生」、「３事業分離ではコスト合わない」など

郵政資金で中小企業を救う

中小企業に資金が

回っていない

証券化で

資金供給ルートを作る

"中小向けバイパス"を作って

不良債権を徹底処理

中小企業向けの資金ルートが詰

まっていることが問題

国民の現金資産850兆円のうち、

350兆円が「郵貯・簡保」

銀行経由では不良債権処理な

どの影響で貸出に回らない

「郵貯・簡保」は財投などに使わ

れ企業貸出には使われない

証券化を活用、郵政資金が中小

企業に回るバイパスを作る

政府系金融機関が地域金融機
関から中小向け貸出債権を買い
証券化
地域金融機関は窓口・アレンジ・
サービサーとしてフィー収入
安全性の高い高格付け部分を郵
政・その他の機関投資家で購入

バイパスを作ってから、不良債権
を徹底処理、銀行建て直し

アメリカで大恐慌後の1930年代
後半に政府機関として証券化に
よる中小金融機関への資金供
給専門の政府機関を設立した
のと似た効果


